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症例Lt(親友.男性.1959牛用 酎酎 ミ樟∴ 輸Ffn(.1う既往

がある.ltl()0年令身倦怠感か出現 し､L持上入院.牛棟に

TIL,l111上卜ITI･し上ノ瑚輔汁輔沌 こ右認人')で.牛棟にて 1.C

:i∴il今断さ畑;∴ l洲･i十 LTS に一二S昌 こ1',2L111(･叫t-T一

二トー域を認(1㌦ LTS 卜牛棟を行うも当時し')診断義明!=ては

I-.-I(_1(.､ハ確診∴丹 巨 ､畑なか一･､.,j∴ そ'･T〕後 LTS にて経過

観察され て い た が, 且989年 S語,S5,S農に膿療性病変

を指摘 され た.uS 下生検 にて, いず れの藤癖から鮎典

型的 な H∝ の所 魔 が得 られ た.遡 及的 な検 討 では㌢

198転隼 の標 本 にお 汗 て私様 密 度 は比 較 的 高 く,脇 休 む

好塩 基性 で あ った ことか ら,窺在職診断基 準 を当て はめ

jL:十二S;-Tハ陣痛 性 病 変は ､LL'lu､巨 tゝ､.卜t(i(ーL【二考:昌 一,hた.

13) 特 異 な 臨 床 経 過 を 示 し℡ 診 断 困 難 で あ っ

丹 汗細 岨 痛 い 1例
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症例は5511男性て鞠部臥 萌感及び右陰喪腫脹を日 昌こ

当村入院.HIis抗原陰性 :飲酒雁 1)合 ｢十 30年でLlfh一･一､

ナ∴ 胸醸部 X.I). 施部ニー∴卜∴ 胸蟻部及こ咋IL態粧 しTT

にて.肺及び肝に転移を多数も-~lflJ陰喪陣場 上診断 し./∴

性であった,上記診断にて予右高位除車齢を施行 したと

ころ暮す寮曳原発腫慶ではないと診断 された, このため,

AFPやケラチン,α1-アンチ トリプシソなど菅免疫組織

化学染色を施行 した結鼠 肝細胞癌であると診断された.

臨床経過 検遼成績や組織学的をこ,肝細胞癌としては,

趣めて稀な症例であったため,ここに報告 む′た血

且射 著明な腹膜播種をきた した肝細胞癌の 1例
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肝細胞癌をこおける腹膜播橡の濁度はき肝癌研究会の韓

告では約16%とされているが,高度の癌性腹膜炎を望す

胸膜播種を起こす機転上して,癌腫が畢膜に進展 し､そ

れを破ることをこよ吟腹膜をこ播種する経絡が濃屯考えやす

いか.高度L'フ)播種が起こ机十前に人出血を起こして死亡

することが多いためである.

今回われわれはヲ特異な腐部エコ-所見を示し,剖検

所見をこて著明な腹膜播橡を認めた肝細胞癌のま例を経験

した.癌Fi針上一部に肝外性発育を示しておi).組織型LL_

Uては,E捜mon速som 4塾を示 していた.このような症

例は稀少であり,若干の考察を加えてここをこ報告する.

L川玲さノ恒 リ汗細 泡癌し'11刑

村Lh I/1人･塚目 号/i
溝川 剛 (fL凍 l紺溝tFl､甘い

清水 武昭 ( 閲 外科)

(iS才一男性.昭和1･軒･か∴7;'‖TiH咽 て牛il.r;.昭和5こ叶

ドックで肝機能異常を指摘され入院,肝機能検査,肝生

検 よ り Htミ抗呪陽性jl木住血吸虫症上診断.昭和55牛

まで e抗原私陽性で 鎧扮T,GPT の動格をみたが昭和

56年 からはe抗原も陰性化し肝機能もほを誉正常.昭和63

年エコ-検査で S畠をこ径約3i:m の高エコ-を示す腰痛

を発鼠 アジギオでも同様な所見をみとめ AFP も 317

ngnllと L-.汁 SボをT'-術的に摘出 し仁 射織的嵩 土

民捜mom鮎om 毘塾で非腰廃部は結節形成を認めオルセイ

ソ陽性細胞もみられ門脈には日本住血吸虫卵が存在した.

門脈圧克進症の所見はなかった.

日本任慮吸盤殿感染地は中国と考えられ HB抗原,

アルコ-ルの相乗作用による発癌が考えられた,

漫齢 薬学的治療を議みた胆遺 内発暫型肝細胞癌
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梱場 暫朗 砂川日 正樹 ( 同 外科)

吉田 登介 (新潟東学第-外科)

石原 法子 8渡辺 薬種 ( 同 筆-病理)

奪回我々は肝切除術を含めた薬学的治療を試みた胆 管

内発育型肝細胞癌のま例を経験 したので報告 します . 症

例は67才,男性,腹痛,発熱を主訴として来院.既往歴

47才胆石手術,64才勝既腺癌 (sta留e王)手術事血液検

査て旺 胆道糸酵素(J‖･.早:L二T-i"lilL6.5日lL,(111‥ -＼1-:l'

(ミ1'川lIIL,1111し'1高値畑I't∴.畑 ITS.('T. 血 管造 畝 Fyト

CD などの諸梗塞にて肝右葉 (S5)の肝 細 胞 癌 の胆 道 内
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発育をこよる閉塞性叢痕と急性輝炎と診艶 診断後,MMC,

内の鋳型状の腫藤は一時消失 したが空荷や胆道内に漆脇

が出現するためFA院9ケ月後,肝右葉切除術施行,

刷'･硬変 し.-1.S:昌二3＼･1.5口11し'),Zl卵か.｡へド1)は 1:J)

n監/m且と正常化するも切除 3ケ月後,肝左葉をこ3ヶ所

転移射Il.現.:r-AIノHIl注 入療法 も合計 115Illlト施行

十手:月膏力粟立く∴f酎空.Al)h･:1･11しこ寸 書∴-Ji:,/--､IILでJ

オソを勤注したところ,魔療和 こガス像が出現し,AFP

の低下を認めた.入院後,薬学的治療により約18ケ月盤

存率の示唆に富む胆道内発育塑肝細胞癌を報告 した.

17)CI)r)P lJビオド一一ルエ7,レジ三二】ンに上捌 卜

細胞癌の治療

鈴木 浴･車fi] 隆文
欄耕治郎 *五十嵐健太郎

叢謎 晃針 上村 朝輝 (新駄 学第三内剛

リビオ ドールが肝細胞癌観級に選択的に集積する性質

を利周 して,1988年より CDDP リビオ一 ドルエマル

ジョソを肝細胞癌の症例20例の治療に応用 してきた.現

時点では症例数,観察期間共に少な(,治療効殿の点で

従来の醜療法と比較 しうるまでには未だ到っていないが,

副作用については CDDP全身授与の場合にみられるよ

うな遺鷹な副作周は認められなかった書-症例として肝

細胞癌を発生 した肝硬変患者 (58才,男性)をこ選択的に

CDDP 7)ビオ ドールエマルジョン 7mlの勧往き 及び

TAE の併用を2回行ったところ,術後 AFPは慣詞に

低下 し 血管造影の所見も合わせ本療法の効果があった

と考えられた,今後,症例を重ね詳細をこ評価を進める必

要がある.
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療法の抗腰痛効果に関する検討
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非 A 非 B型肝炎と HgV 抗体

新潟東学第三内科

上 村 朝 輝

米国 ChiTOm社の研究ゲル-プにより1988年非A非

B型肝炎ウイルスゲノムの分子タロ-エソダが成功 し,

ベクタ-に発現させた抗原蛋白に対する抗体反応 (HCV

抗体)を臨床的をこ血清材料で検索が可能となった,そこ

で教室における各種非A非B型肝疾患について EuSA

法による HCV抗体の測定を行った.

その結鼠 輸血後肝炎62例中46例 (74.2%),散発性

急性肝炎25例中 I')倒 し1'し).()Oo).慢性肝炎57例中49倒

し86.OOol.肝硬変8例小3倒 し37.500).肝細胞癌45例

If13～潤 し輔.7001,自己免疫性肝炎H例中1例 (12.5Pol,

PBC鳩例中5例 (10.9%)に HCV抗体が陽性であっ

た. また HCV抗体陽性の慢性肝炎49例中2壕例が輸血

歴を有 していた,このようをこHCV抗体は輸血後肝炎

および非A非B型慢性肝疾患に高率をこ陽性となり,散発

性急性肝免 自己免疫性肝免 PBCなどでは低率であっ

た.HCV抗体の出現状況から, C型肝炎は輸血をこよる

感染が多い一見 輸血以外の経絡をこよる感染と思われる

慢 性 肝 疾患私含まれていることが示唆された,
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